
「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート調査」結果報告書
概要版

平成23年（2011年）3月
豊　中　市

【概要版の見方】 ・調査結果の数値は％で、回答者数はNで示しています。
 ・数値は小数点第2位を四捨五入しているため、合計しても100％にならない場合があります。
 ・複数回答の場合は、合計が100％を超える場合があります。

豊中市では、男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によっ
て社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もっ
て男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受するこ
とができ、かつ、共に責任を担う社会をめざして「男女共同参画計
画」を策定し、男女共同参画推進のための取り組みを行っています。
この調査は、今後の男女共同参画に関する施策を推進する上での基礎
資料とすることを目的として実施しました。

●調査対象
　豊中市内に居住する満20歳以上の男女3,000人
●調査方法
　郵送による調査票の配付および回収（督促はがき1回配布）
●調査期間
　平成22年（2010年）10月12日から10月31日まで
●有効回収数
　1,291人（有効回収率　43.0％）

調査の概要

回答いただいた方々のプロフィール

回答者は、女性が過半数を占め、女性では70歳以上、男性では60歳代の
割合が最も高くなっています。就業状況をみると、女性では「家事専業」
が約3割、男性では「雇用者」が半数を占めています。
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豊中市では
こんな社会を
めざしています！

「男女共同参画社会とは」
～豊中市男女共同参画推進条例前文より抜粋～

すべての人の人権が尊重され、自らの意思で生き方
を選択し、男女が性別にかかわりなく、その個性と
能力を十分に発揮し、職域、学校、地域、家庭その
他の社会のあらゆる分野における活動に対等に参画
することができる男女平等を前提とする社会

各分野での男女平等感

Q.あなたは、一般的に、次の各分野で男女は平等になっていると思いますか

各分野で「男女平等になっている」と思う割合は、男
女ともに「学校教育の場（児童・生徒の立場から）」が
最も高く、女性で53.0％、男性で61.1％とそれぞれ半
数を超えています。また全ての項目で「平等になってい
る」は、男性の方が女性よりも高い割合を占め、特に性
別による差がみられるのは、「家庭生活で」、「法律や

制度で」、「政治の場で」、「職場で」の分野です。
全ての項目で『男性優遇』は女性の方が男性よりも高い

割合となっています。「社会全体で」は、女性は70.2％、
男性は61.1％が『男性優遇』と回答しています。

＊『男性優遇』：「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が
優遇されている」を合計した割合
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希望する暮らし方／現実の生活

Q.あなたは、希望としては、どのような暮らし方をしたいと思いますか

Q.あなたの現実の生活に最も近いものはどれでしょうか

「希望する暮らし方」として、女性では「家庭生活を優
先したい」が29.3%で最も高く、『仕事と他の活動を両立
させたい』割合は、41.7%となっています。男性では「仕
事と家庭生活をともに優先したい」が32.2%で最も高く、
『仕事と他の活動を両立させたい』割合は、49.5%です。
「現実の生活」として、女性では「家庭生活を優先して
いる」が42.9%で最も高く、『仕事と他の活動を両立し

ている』割合は、19.8%となっています。男性では「仕
事を優先している」が34.3%で最も高く、『仕事と他の
活動を両立している』割合は、26.7%となっています。

＊「仕事と家庭生活をともに優先したい」、「仕事と地域・個人の生活をとも
に優先したい」、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先した
い」の合計を、『仕事と他の活動を両立させたい』割合とする。「仕事と家
庭生活をともに優先している」、「仕事と地域・個人の生活をともに優先
している」、「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先している」
の合計を、『仕事と他の活動を両立している』割合とする。
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Q.あなたは、次の項目についてどのように思いますか

日常生活や社会全般についての考え方を問う設問のう
ち、「自分の子どもには、男女にかかわりなく同程度の
教育・学歴を身につけさせたい」という考え方に対して
「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した
人の割合は、男女ともに80％を超えています。
一方で、「妻や子どもを養うのは、男性の責任であ

る」、「男の子は男らしく、女の子は女らしく育てる方
がよい」、「結婚したら、妻が夫の姓を名乗るのは当然
だ」という考え方に対して「そう思う」「どちらかとい
えばそう思う」と回答した人の割合は、女性よりも男性
の方が高く、それぞれ22.9ポイント、19.3ポイント、
17.8ポイントと、性別間の差があります。

日常生活や社会全般についての考え方
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Q.もし、あなたが働き続けたい、あるいは、働き始めたいと考えた場合、
　どのようなことが大切だと思いますか

5

Q.あなたは、雇用の場は次の項目について男女は平等になっていると思いますか
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男女が協力して家事や育児・介護などをすること

保育所・園、学童保育などの保育環境が整っていること

働きながら介護ができるようにホームヘルパーや施設などのサービスが充実していること

労働者の権利に関する情報提供や相談窓口が充実していること

再就職を希望する女性のための講座、セミナーが充実していること

生活状況に応じて柔軟な働き方を選ぶことができること

厚生年金など社会保障が整っていること

募集・採用、配置・昇進などの職場での男女間の格差がないこと

残業がない、あるいは少ないこと

職場に介護、育児休業制度があること

介護、育児休業制度がとりやすい職場の雰囲気があること

その他

⑤研修の機会や内容

①採用・募集

②仕事の内容、仕事の分担

③昇給や賃金水準

④昇進・昇格、管理職への登用

⑥働き続けやすい雰囲気

⑦育児・介護休暇のとりやすさ

雇用の場における男女平等感／働くうえで大切なこと
雇用されて働いた経験のある人に職場での男女平等に
ついてたずねたところ、『男性優遇』は、男女とも
「昇進・昇格、管理職への登用」が最も高く、女性
72.4％、男性69.8％を占めています。『女性優遇』
は、男女とも「育児・介護休暇のとりやすさ」が最も高
く、女性41.2％、男性47.7％となっています。
「平等になっている」の割合は、男女ともに「研修の機
会や内容」が最も高く、女性41.8％、男性47.8％を占め
ています。

「働き続ける、働き始めたいときに大切なこと」につ
いて、女性では「生活状況に応じて柔軟な働き方を選
ぶことができること」が57.0％で最も高く、男性では
「厚生年金など社会保障が整っていること」が53.7％
で最も高く、それぞれに過半数を占めています。
＊『男性優遇』：「男性の方が優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が
優遇されている」を合計した割合

＊『女性優遇』：「女性の方が優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が
優遇されている」を合計した割合
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Q.次の地域活動について、あなたの参加状況に近いものに○をつけてください

「高齢期の生活で不安に思っていること」について、
男女ともに「健康で過ごせるか」が最も高く、女性で
は67.4％、男性では68.2％を占めています。ついで
「経済的にやっていけるか」、「病気や寝たきりに
なったとき、世話を頼める人がいるか」と続きます。

一方で「参加したことがないが今後は参加したい」
地域活動において、女性では、「NPO（非営利団
体）やボランティアの活動」が32.0％と最も高く、
男性では、「地域における趣味・スポーツ・学習の活
動」が最も高く、39.6％を占めています。

高齢期の生活の不安／地域活動の参加状況
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22.2

32.8

50.1

20.1

14.8

24.6

5.2

12.4

5.2

4.6

4.3

10.5

9.6

26.3

23.2

28.4

35.5

39.6

38.7

33.6

27.7

39.4

52.0
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Q.あなたは、配偶者・パートナー・恋人から次のようなことをされることは暴力にあたると思いますか

（N=581）

男　性

（N=690）

女　性

ドメスティック・バイオレンス（DV）に対する認識
「DVに対する認識」について、男女ともに半数以
上が「どんな場合でも暴力にあたると思う」と認識し
ているものは、「げんこつや身体を傷つける可能性の
あるもので、なぐるふりをして、おどされる」「もの
を投げつけられる」「押したり、つかんだり、つねっ
たり、こづいたりされる」「身体を傷つける可能性の
あるもので、たたかれる」などの身体的な暴力です。
「どんな場合でも暴力にあたると思う」において、

男女の差が大きいものは、「実家の親・きょうだい、
友人との付き合いをいやがられたり、禁止される」
（14.8ポイント）、「『だれのおかげで、お前は食
べられるんだ』『かいしょうなし』などと言われる」
（14.5ポイント）、「あなたのお金を取り上げたり、
預貯金を勝手におろされる」（11.0ポイント）であ
り、男性よりも女性の方が高く、男女でDVに対する
認識の差があります。

①何を言っても長期間無視される

②大声でどなられる

③あなたが大切にしているものを、
　わざと壊したり捨てたりされる

④あなたの交友関係や電話を
　細かく監視されたり、外出を
　制限される

⑤実家の親・きょうだい、友人との
　付き合いをいやがられたり、
　禁止される

⑥あなたのお金を取り上げたり、
　預貯金を勝手におろされる

⑦「だれのおかげで、お前は食べられ
　るんだ」「かいしょうなし」などと
　言われる

⑧げんこつや身体を傷つける可能性
　のあるもので、なぐるふりをして、
　おどされる

⑨ものを投げつけられる

⑩押したり、つかんだり、つねったり、
　こづいたりされる

⑪身体を傷つける可能性のあるも
　ので、たたかれる

⑫骨折をしたり、鼓膜がやぶれたり
　するほどの暴力をふるわれる

⑬命の危険を感じるほどの
　暴行をされる

⑭あなたが見たくないのに、
　ポルノビデオやポルノ雑誌を
　見せられる

⑮避妊に協力してくれない

⑯あなたの意に反して
　性的な行為を強要される

23.8

11.0

20.4

20.3

20.6

21.2

20.9

21.7

21.7

21.656.8

45.7

51.0

75.1
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73.2

64.1
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62.8

51.3

55.8

50.6

29.3

40.1

40.6

7.5

16.5

24.2

19.6

2.5

0.6

0.6

42.2

40.0

21.0

27.7

25.5

14.6

13.2

19.3

8.4

7.7

8.4

5.1

3.5

3.6

3.8

4.6

3.3

7.8

11.3

13.2

8.6

16.4

3.3

8.8

20.7

20.9

20.6

19.9

20.0

20.7

21.2

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.7

10.3

12.0

17.6

17.2

17.2

17.7

17.7

17.9

18.8

18.6

17.6

44.8

36.8

54.4

62.8

53.7

70.7

76.9

77.3

42.7

36.3

50.3

47.0

20.1

32.4

25.8

15.1

24.3

7.6

29.1

32.9

23.1

1.0

1.2

50.3

49.6

26.5

34.3

39.6

25.0

21.5

33.6

8.1

4.0

4.1

4.5

4.8

4.5

10.0

16.2

17.6

13.6

16.7

6.7

12.2

17.0

17.2

16.5

16.2

16.0

17.4

17.6

17.4
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と
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女性と男性がともに暮らしやすい社会をつくるために
男女共同参画社会の推進のために市が今後力を入れて
いくべきこととして、女性では、「高齢者の施設や介護サー
ビスを充実する」が61.6％と最も高く、男性では、「保育
の施設・サービスを充実する」と「高齢者の施設や介護
サービスを充実する」が56.8％と最も高くなっています。
男女共同参画社会をつくるために、「自分自身に何
ができるか」について、男女とも「相手の立場に立って

Q.あなたは、男女共同参画社会を推進していくために、
　市は今後どのようなことに力を入れていくべきだと思いますか

Q.男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に
　発揮することができる男女共同参画社会をつくるために、あなたご自身は何ができると思いますか

物事を理解するよう努める」が最も高く60％を超えて
います。女性では、「仕事、家事、育児を夫婦・パート
ナー間で、共に担う」、「夫婦・パートナー間でコミュニ
ケーションを深めるために会話を増やす」などが半数
を占め、男性では、「仕事、家事、育児を夫婦・パート
ナー間で、共に担う」、「自分の身の回りのことができ
るよう生活面で自立する」が高くなっています。

「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート調査」

発行　平成 23年（2011 年）3月

豊中市人権文化部男女共同参画推進課
〒561－8501　豊中市中桜塚 3-1-1　TEL：06-6858-2654

結果報告書　概要版

女性（N=690）
男性（N=581）

35.7

22.3

28.3

30.1

17.1

32.3

28.0

61.0

58.3

58.4

61.6

14.9

25.4

34.5

1.6

42.3

19.6

27.5

29.6

23.8

26.7

25.5

53.2

56.8

56.8

16.2

29.9

28.7

3.8

54.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市の政策・事業に対して、市民の声を聞く場や制度を充実する

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むように支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を充実する

職場において男女の均等な取扱いが図られるよう企業等に働きかける

男女共同参画に努力している企業を市民に対して紹介したり、表彰する

女性の能力開発や就労支援を充実する

労働時間短縮や在宅勤務の普及・啓発を行う

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

保育の施設・サービスを充実する

高齢者の施設や介護サービスを充実する

市民が、身近なこととして男女共同参画について考える社会教育の機会を増やす

お互いの性を尊重し、男女とも生涯を通じた健康づくりのための支援をする

女性に対する暴力の防止や被害者への支援を充実する

その他

女性（N=690）
男性（N=581）

51.2

36.4

50.1

48.4

50.4

67.8

37.5

21.0

5.9

9.6

1.3

49.1

32.0

48.4

37.5

48.0

67.1

32.2

8.4

10.8

1.5

21.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事、家事、育児を夫婦・パートナー間で、共に担う

経済的に自立する

自分の身の回りのことができるよう生活面で自立する

男女の分け隔てをしないで、子どものしつけや教育をする

夫婦・パートナー間でコミュニケーションを深めるために会話を増やす

相手の立場に立って物事を理解するよう努める

自分の意思を相手に伝える技術を身につける

男女の人権、男女平等について理解を深めるよう学習する

男女共同参画を周囲に働きかける

仕事に費やす時間を短くする

その他
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